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《 今月の特集 》
 特集１　市高等学校支援事業をスタートします
 特集２　８月は同和問題啓発強調月間です



　市内にある高校は、伊万里高校・伊万里実業高校・敬徳高校の３校で、約1,500人の生徒が学ん
でいます。一方で、市内高校の一部学科では、定員割れが続き、生徒の確保に苦戦しています。その
背景には『市外の高校への進学』があり、小学校卒業後に県立中学校など市外へ進学する児童が約５％
いて、さらに市内中学校の卒業生約 20％が、有田工業高校を除く市外の高校へ進学しています。
　加えて、市の出生数が、この15 年間で約 45％減少したことや、平成 31年に伊万里農林高校と伊
万里商業高校が再編統合して伊万里実業高校が開校したように、将来的にさらなる学校再編が行われ
る可能性があることなど、さまざまな懸念される要素があります。
　市は、こうした状況を打開していくため、今年度から『伊万里市高等学校支援事業』を開始しました。
　この事業には、単なる教育支援にとどまらない、市の強い想いが込められています。
　その想いとは、高校時代に多くの学びや経験を重ねることで、たとえ進学や就職で一度市外に出て
も、将来「いつか伊万里に戻りたい」と思える人を育むというものです。
　市は、県内トップの工業出荷額を誇り、昼間の人口が夜間の人口を上回る『働くまち』です。企業が
数多く立地し、魅力的な地域資源にも恵まれています。しかし、その魅力が高校生に十分に伝わって
いないのが現状です。これからは、情報発信を強化し、高校生に地域の魅力を伝えていきます。
　具体的には、高校生が地域と関わり、地元の人たちと触れ合う機会を増やします。地域全体の協力
のもと、事業者から直接話を聞くことができる『出前講座』や現場を体験する『フィールドワーク』な
どを通じて、進学・就職に役立つ実践的なキャリア教育を提供します。市内高校に進学したからこそ
実現できる、この学びの形は、高校生の未来を『地域とともに育む』ことにつながります。
　市は、この『伊万里市高等学校支援事業』を、未来を担う高校生を地域の力で支えていくための『長
期的な挑戦』と位置づけ、取り組みを推進していきます。
　ここでは、この事業の目的や内容、取り組み、そして、市内３校それぞれの特色ある魅力を紹介します。
　皆さん、市内の高校に通いませんか。また、市内高校生を一緒に応援しませんか。

なぜ市内の高校を支援するのか

伊万里市高等学校支援事業

特 集１

● 問合先　企画政策課企画係　☎ 23-2124

をスタートします

地域とともに育む　高校生の未来
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  ワンストップ窓口の開設１
　市企画政策課に『ワンストップ窓口』を設
置し、高校からの企業や地域団体との連携に
関する各種相談を受け付けます。伊万里市な
らではの学習機会を提供するほか、60 講座
以上ある、市の各種出前講座について、高校
から受講希望があった際に各部署との調整を
行います。これらを通じて、市は『高校と地
域をつなぐコーディネーター』としての役割
を果たします。

　市内高校の OB をはじめ、伊万里市出身の
著名人や市内で活躍している事業者などによ
る講演会などを開催し、高校生と、成功体験
のある人などとの出会いの場を創出します。
　普段の生活では、なかなか得られない貴重
な出会いを経験してもらうことによって、高
校生の『郷土愛の醸成』『やる気喚起』を促
します。

  未来創造フィールドワーク等補助金３
　市内の高校に在籍する高校生が、地域を学
び、地域と親しむ機会の提供や、地域活性化
を図る、市内外でのフィールドワークなどの
活動に参加した際の費用を補助します。参加
者には、進学や就職の際に有利になる『フィー
ルドワーク等実施証明書』を発行します。
　また、実施事業を各高校のホームページに
掲載し、高校と地域が連携した取り組みを広
く市内外に情報発信します。

　高校生が、企業をはじめとする地域の人た
ちと親しむ機会を通じて、伊万里市の魅力を
知り、将来的に伊万里市での就職につなげる
ことなどを目的として、５月に『伊万里市高
校応援団』を設立しました。
　参加団員の協力のもと、高校生が、伊万里
市ならではのさまざまな学習や体験を行うこ
とができる機会を提供していきます。

  外部講師の招聘２

  高校応援団の設立４

伊万里市高校応援団伊万里市高校応援団外部講師外部講師

伊万里市伊万里市

高　校高　校

１

２

３

４

　この事業は、市内高校の魅力を高め、市内高校への進学者を増やすとともに、将来的に高校生が、伊万里

市に定住するきっかけをつくることを目的としたものです。

　企業をはじめ地域全体が連携し、高校生が地域を知り、地元の人たちと親しむ機会を創出するなどして、伊

万里市ならではの新しい学習機会を提供します。

　具体的には、高校と地域をつなぐ『ワンストップ窓口の開設』『外部講師の招
しょうへい

聘』『フィールドワーク補助金

の創設』さらに地域全体を巻き込んだ『高校応援団の設立』など多岐にわたる事業を展開していきます。

高等学校支援事業とは01

令和７年７月現在　50 団体参加

　  随時団員募集中
　  詳 細 は こち ら
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伊万里高校
MIRAI 進学科で難関大学入試に

向けた学力向上を強力にサポートします
一人一人の進路希望の実現を目指す個性尊重のカリキュ

ラムを組んでいます。2 年生進級時からは、令和７年度

に新しく創設された『MIRAI 進学科』と普通科（文系・

理系）に分かれます。学科独自のハイレベルな授業に加

え、大学や地域との連携を通して意欲と志を高めます。

　　　　東京大学在学中　原
は ら だ

田　健
けんしん

心さん
　　　伊万里高校のホームページはこちらから→

『自律』の精神が学びの原動力
　私の東京大学での学生生活は、さまざまな学びと刺激に満
ちています。私の学びの原動力は、伊万里高校で培った『自律』
の精神です。伊高は、少人数であるため、先生と生徒の距離
が近く、個性を尊重しながら、熱心に指導してもらいました。
私も、将来、社会に貢献できる人材になれるよう、これからも『自
律』の精神を持って学んでいきたいと思います。

　　　　長崎大学在学中　永
ながすえ

末　仁
ひ と み

美さん

『生徒の夢』を全力でサポート
　私は、伊万里高校で充実した授業や部活動、学校行事をと
おして、かけがえのない思い出を作ることができました。また、
挑戦したかった『留学』も、先生たちの温かい支援によって実
現させることができました。伊高は、生徒の挑戦を全力でサポー
トする体制が整っていて、私に英語教師になるという将来の夢
を与えてくれました。この学校に進学して良かったと
思います。

卒業生の声
Voice

卒業生の声
Voice

伊万里市高校応援団

未来創造フィールドワーク等
補助金

外部講師の招聘市職員による出前講座

ワンストップ窓口

市長講演会

『市長が今の伊万里を伝えた
い 総合的な探究の時間〜地
域を知る〜』を３校の生徒
約 1,000 人が受講しました。

４.15 火　 敬徳高校

敬徳高校の生活福祉コース
２年生を対象に市職員など
による『認知症サポーター養
成講座』を実施しました。

※ 市出前講座は随時受け付
けています。

６.７ 土  市民センター

６.14 土  唐津市文化体育館

ワンストップ窓口の市企画政
策課は、高校から要請を受
け、県内中学生と保護者向
けの高校進学説明会で『伊
万里市高等学校支援事業』
を周知しました。

６.26 木  伊万里高校

伊万里高校 1年生を『伊万里
市地域デザイナー』に委嘱し
ました。高校生たちは、未
来創造フィールドワーク等補
助金を活用し、魅力あるまち
づくりの研究に向けた課題
に取り組みます。

６.10 火  市民センター

アイ・ケイ・ケイホールディ
ングス㈱代表取締役会長兼
社長 CEO 金子さんの講演会

『一度しかない人生をどう生
きるのか』に、380 人の高
校生と 20 人の高校応援団
員が参加しました。

７. ３ 木　 伊万里高校

応援団員の㈱リバーウェーブ
代表取締役 CEO 川浪さんが 

『地域課題の解決』『伊万里
の魅力再発見』などの内容
で講話を行いました。

このような支援事業に取り組んでいます02

特色ある市内高校の魅力を知ろう03

伊万里実業高校
伊万里高校
敬徳高校

５.19 月

６.26 木

７.14 月
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主な進路・就職先

　伊万里実業高校のホームページはこちらから→

 伊万里実業高校
２つのキャンパスで

地域に必要な人材を育みます
伊万里農林高校と伊万里商業高校が再編統合し、平成

31年に開校しました。農業科と商業科を併置した専門

高校として、それぞれの専門的な知識や技能、資格の取

得に加え、両科による共同開発や、農業科がブランド化

した加工品を商業科が販売促進するなど、体験的な教

育活動をしています。

　　　　　　　立石農園　立
たていし

石　瑛
え い と

人さん

・明治大学   ・公務員

・佐賀大学    ・㈱名村造船所

・東京農業大学   ・㈱ SUMCO

・平岡調理製菓専門学校  ・トヨタ自動車㈱

・福岡 ECO 動物海洋専門学校 ・山﨑製パン㈱

    ・農園経営　　など

農林キャンパス

商業キャンパス

『海外留学の経験』を生かして
　私は、東山代町でキュウリ・サツマイモの生産をしています。
伊万里実業高校（当時は伊万里農林高校）に進学したことで、
オーストラリアでの３か月間の語学研修と２週間の農業研修を
経験することができました。この貴重な海外留学の経験は、自
分の視野を広げることに役立ち、その後の、東京農業大学進学、
そしていまの自分につながっています。これからも、農業を通し
て地域に必要とされる人材であり続けたいと思います。

敬徳高校
進学から就職まで

さまざまな学びの環境を提供します
進学系のコースから就職系のコースまであり、進路先が

豊富なことが特徴です。また、自動車整備科や少人数制

の総合進学コースのほか、普通コースでは、２年生進級

時にキャリアコース・生活福祉コース・保育コースに分か

れるなど、ほかの高校にはない、科やコースがあること

が魅力です。

　　　敬徳高校のホームページはこちらから→

自
動
車
整
備
科

総
合
進
学
コ
ー
ス

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス

生
活
福
祉
コ
ー
ス保

育
コ
ー
ス

卒業生の声
Voice

特 集１
地域とともに育む 高校生の未来地域とともに育む 高校生の未来
伊万里市高等学校支援事業伊万里市高等学校支援事業

をスタートしますをスタートします

主な進路・就職先

　　　伊万里保育園 保育士　前
ま え だ

田　優
ゆ う か

夏さん

『あきらめないこと』の大切さ
　私は、敬徳高校で授業や部活動、生徒会の活動など充実し
た高校生活を過ごしました。特に部活動では、高校から始め
た陸上競技で右も左も分からないなか、先生や先輩たちにた
くさん教えてもらいながら『あきらめないこと』の大切さを学
びました。これからも、いろいろなことをあきらめることなく、
知識や経験を積み、園児の成長を支えることができる保育士
になりたいと思います。

卒業生の声
Voice

・佐賀大学　　　　・自動車メーカー（トヨタ・日産など）

・長崎県立大学　　・㈱ SUMCO

・北九州市立大学　・中国木材㈱

・山口県立大学　　・㈱名村造船所　

・高知工科大学　　・㈱奈雅井

・筑波大学　　　　・保育所　　など
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※写真は歌のイメージです※写真は歌のイメージです

特 集 ２  

８月は同和問題啓発強調月間です８月は同和問題啓発強調月間です
　　　　　　　　　　　　　　〜自分を見つめてみましょう〜

● ● 問合先問合先　生涯学習課人権・同和教育係　生涯学習課人権・同和教育係（☎ 23-3186）（☎ 23-3186）
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の
機
会
に
自
分

月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
差

を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分

別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分

と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り

と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

ま
す
。

62025.8 広報いまり



特 集 ２ 　８月は同和問題啓発強調月間です

7 2025.8
広報



　
差
別
と
は
、
差
別
を
す
る
人

が
自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を

正
当
化
す
る
た
め
に
、
理
由
に

な
ら
な
い
こ
と
を
口
実
に
し
た
、

命
を
も
奪
う
言
い
が
か
り
の
こ

と
で
す
。
差
別
は
、
差
別
を
す

る
人
が
い
る
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
差
別
を
す
る
人
が
、

差
別
す
る
理
由
を
作
っ
て
い
る

の
で
す
。

　「
自
分
が
知
ら
な
い
か
ら
差
別

は
な
い
」
と
考
え
ず
、
差
別
が

ど
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
を

見
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
通
し

て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

確
か
な
人
権
感
覚
を
育
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は

な
く
な
る
」「
知
ら
な
い
人
に

教
え
る
か
ら
差
別
が
な
く
な
ら
な

い
」
と
考
え
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
『
寝
た
子
を

起
こ
す
な
』と
い
う
考
え
方
で
す
。

正
し
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
考
え
方
が
正

論
で
あ
る
た
め
に
は
誤
っ
た
こ
と

を
教
え
る
人
が
い
な
い
こ
と
が
前

提
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
私
た
ち
が
生
活
す
る
社
会

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
人
は
正
し
い
知
識
を
持
た
な

い
場
合
、
疑
う
こ
と
な
く
誤
っ
た

情
報
を
信
じ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な

い
た
め
に
、
同
和
問
題
を
正
し
く

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
は
幸
せ
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
や
病

気
、
火
事
、
犯
罪
、
交
通
事
故

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
が

そ
の
願
い
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

差
別
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

り
、
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、

自
分
の
幸
せ
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
素
直
な
子
ど
も
の
目
線
で
社

会
を
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛

盾
が
見
え
て
き
ま
す
。
生
ま
れ

た
場
所
や
住
ん
で
い
る
場
所
な

ど
を
理
由
に
し
て
、
人
の
値
う

ち
に
差
を
つ
け
る
部
落
差
別
は
、

最
も
愚
か
な
矛
盾
で
す
。
矛
盾
に

気
付
い
て
自
分
の
言
葉
で
考
え

ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
子
ど

も
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
見

直
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
同
和

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　『
差
別
を
な
く
す
』
と
い
う
と

壮
大
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
、

と
も
す
れ
ば
無
力
感
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と

思
え
た
と
き
、
同
和
問
題
は
解
決

に
向
け
て
、
大
き
く
動
き
出
し

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
は
私

た
ち
一
人
一
人
で
で
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
あ
な
た
が
変
わ
れ

ば
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。
自
分

を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
差
別
を

な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向

き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
12
月
に
『
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
』
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
『
伊
万
里
市
部
落

差
別
の
解
消
の
推
進
及
び
人
権
擁

護
に
関
す
る
条
例
』
に
新
た
な
施

策
を
盛
り
込
み
、
よ
り
充
実
し
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

① 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
っ
て
部
落
差
別
が
拡
大
し

悪
質
化
し
て
い
る
こ
と

② 

就
職
や
結
婚
に
関
す
る
身
元

調
査
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と

③ 

解
決
し
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
『
同
和
問
題
は
過
去
の
問

題
』
と
い
う
誤
っ
た
意
識
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と

① 

部
落
差
別
は
過
去
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　�

部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
『
社

会
悪
』
で
す
。
一
日
も
早
く
解

消
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

②
部
落
差
別
の
解
消
は
私
た
ち

　
一
人
一
人
の
課
題
で
す

　�

部
落
差
別
は『
差
別
さ
れ
る
人
』

の
問
題
で
は
な
く
『
差
別
す
る

人
』
の
問
題
で
す
。
一
人
一
人

が
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③ 

部
落
差
別
の
解
消
は

行
政
の
責
務
で
す

　�

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
部

落
差
別
の
解
消
へ
向
け
た
効

果
的
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

④
部
落
差
別
を
受
け
た
人
へ
の

相
談
体
制
を
確
立
し
ま
す

　�

部
落
差
別
の
被
害
者
が
泣
き

寝
入
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
的
確
に
対
応
で
き
る
相

談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑤ 

部
落
差
別
に
重
点
を
置
い
た

人
権
教
育
お
よ
び
啓
発
を
行

い
ま
す

　�

部
落
差
別
を
重
点
と
し
た
人

権
教
育
の
推
進
を
図
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
た
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

⑥ 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

効
果
を
検
証
し
ま
す

　�

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

や
問
題
点
を
検
証
し
、
今
後

の
指
針
と
す
る
た
め
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。

差
別
と
は

差
別
は
見
よ
う
と

し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん

差
別
は
自
然
に
は

な
く
な
り
ま
せ
ん

差
別
を
な
く
す
の
は

自
分
の
た
め
で
す

子
ど
も
の
目
線
を
大
切
に

あ
な
た
が
変
わ
れ
ば

社
会
が
変
わ
り
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か

知
っ
て
い
ま
す
か

部
落
差
別
解
消
推
進
法

部
落
差
別
解
消
推
進
法

い
ま
、
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と

　　『
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

『
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ
れ

に
関
す
る
法
律
』
が
制
定
さ
れ

た
背
景
に
は
、
大
き
く
３
つ
の

た
背
景
に
は
、
大
き
く
３
つ
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。

理
由
が
あ
り
ま
す
。

　　『
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

『
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
』

に
関
す
る
法
律
』
の
主
な
内
容

の
主
な
内
容
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い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
し
ょ
う

　
市
は
『
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
』

や
『
市
人
権
・
同
和
教
育
地
域
推
進
員
』
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
、
地
域
に
密
着

し
た
各
種
研
修
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
研
修
講
座
に
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
年
間
を
通
し
て
『
な
る
ほ
ど
！

ザ
・
じ
ん
け
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
感
覚

あ
ふ
れ
る
身
近
な
人
の
存
在
は
、

人
権
意
識
の
向
上
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域

に
お
け
る
等
身
大
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
公
民
館
で
、
皆
さ
ん
と
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
ま
す
。

　
大
人
社
会
の
潜
在
意
識
は
、

子
ど
も
の
人
間
形
成
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
を

取
り
巻
く
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

職
場
に
接
点
を
持
つ
Ｐ
Ｔ
Ａ
世

代
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
研

修
会
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
密
着
し
た
教
育
・
啓

発
を
推
進
す
る
た
め
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

区
長
会
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
深
い
皆
さ
ん
に
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
即
し
た
学
習
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
風
通
し
の
良
い

職
場
環
境
づ
く
り
の
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
12
月
の
人
権
週
間
に
、
小
・

中
学
生
が
制
作
し
た
書
道
や
ポ

ス
タ
ー
、
標
語
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
差
別
的
な
書
き
込
み
や
動
画

な
ど
を
発
見
し
た
場
合
に
、
サ
イ

ト
の
管
理
者
に
削
除
す
る
よ
う

に
要
請
し
て
い
ま
す
。
悪
質
な
も

の
に
つ
い
て
は
県
や
法
務
局
な

ど
の
関
係
機
関
に
連
絡
し
、
対
応

を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　同和問題をはじめとするさ
まざまな人権課題の解決を目
的に、昭和 52 年に発足した
市民の代表（区長、自治公民
館長、民生委員・児童委員、小・
中学校ＰＴＡなど）で構成す
る人権啓発団体です。

市人権・同和教育
推 進 協 議 会 と は

　教育委員会が委嘱する、地
域における人権・同和教育の
リーダーです。コミュニティ
センター単位で２人ずつ、26
人の推進員が活動しています。
昭和 54 年にスタートした伊
万里市独自の制度です。

市人権・同和教育
地 域 推 進 員 と は

【 

指
導
者
育
成
講
座 

】

【 

地
区
巡
回
講
座 

】

【 

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
講
座 

】

【 

各
種
団
体
へ
の
出
前
講
座 

】

【 

職
場
へ
の
出
前
講
座 

】

【 

小
・
中
学
生
の
人
権
作
品
展 

】

【  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施 
】

私たちが私たちが
同和教育指導員です !同和教育指導員です !

■ 人権問題に関する市民意識調査■ 人権問題に関する市民意識調査
 　  　 12 月に実施する予定です。現在を知らずに、未来は語れません。これまでの取り組みの成果を検証して、 12 月に実施する予定です。現在を知らずに、未来は語れません。これまでの取り組みの成果を検証して、 

今後の指針となる基礎資料を収集します。今後の指針となる基礎資料を収集します。

■ 研修講座に申し込みませんか■ 研修講座に申し込みませんか
　 　 サークルや職場へ、講師として『同和教育指導員』を派遣しますので、気軽に申し込んでください。サークルや職場へ、講師として『同和教育指導員』を派遣しますので、気軽に申し込んでください。
◆どこで開催してもいいの？◆どこで開催してもいいの？
　市内であれば、希望する場所に講師を派遣します（個人宅は除きます）。　市内であれば、希望する場所に講師を派遣します（個人宅は除きます）。

◆いつでもいいの？◆いつでもいいの？
　　土・日曜日、祝日も対応します（12 月 29 日〜１月３日は除きます）。土・日曜日、祝日も対応します（12 月 29 日〜１月３日は除きます）。
　講座１回当たりの時間は 20 分〜２時間程度です。　講座１回当たりの時間は 20 分〜２時間程度です。

◆研修の内容は？◆研修の内容は？
　　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題について話をします。同和問題をはじめ、さまざまな人権問題について話をします。
　要望に応じて、啓発映画などの視聴覚教材が使用できます。　要望に応じて、啓発映画などの視聴覚教材が使用できます。

◆研修の費用は？◆研修の費用は？
　講師の交通費や謝礼などは一切不要です。ただし、会場使用料などは、依頼者で負担してください。　講師の交通費や謝礼などは一切不要です。ただし、会場使用料などは、依頼者で負担してください。

◆申し込み方法は？◆申し込み方法は？
　　��生涯学習課（☎ 23-3186）に問い合わせてください。できるだけ希望の日時に講師を派遣します。生涯学習課（☎ 23-3186）に問い合わせてください。できるだけ希望の日時に講師を派遣します。
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みんなの広場

伊万里市消防団夏季点検

あふれる熱量と結束力が魅力の訓練成果披露

↑ 小隊訓練競技で行進する大川分団の団員。競技の審査は、
隊列の乱れや歩幅、手の振りなどが厳格に評価されました

6.29

伊万里消防署で、市消防団夏季点検が行われ、市内 11 分

団の消防団員 588 人が参加しました。今回は、７年ぶり

に『小隊訓練競技大会』が行われ、各分団の代表選手 31

人は、指揮者の号令のもと、災害活動の基礎となる部隊行

動を確実かつ軽快に行うために磨き上げてきた、訓練の

成果を競い合いました。競技の結果、優勝は、８連覇と

なる大川分団、２位は大坪分団、３位は南波多分団でした。

↑ ブロックを自由に組み立てて遊ぶ人気ゲーム『マインクラフ
ト』を教材にしたプログラミングに夢中になっていました

6.28

第２期『ＩＭＡＲＩデジタル塾』開講

多世代がデジタルを学び触れる場を提供

バンリビルで『ＩＭＡＲＩデジタル塾』の第１回目として

『プログラミングでマイクラ建築！親子で作るデジタルハ

ウス講座』が開催され、未就学児から小学校低学年まで

の子どもと保護者など約 30 人が参加しました。参加者は、

自分の好きな素材を使って家を作るプログラミングに楽

しそうに挑んでいました。塾は、ＩＴ企業『タイムカプセ

ル㈱』が講師を務め、来年２月までにあと５回開かれます。

イマリンビーチ海開き

透明度高き水と穏やかな波と美しい砂浜

イマリンビーチで『海開き』が行われました。絶好の海水浴

日和となったこの日、遊泳期間中の安全とにぎわいを願って式

典が開かれました。また、シーバード伊万里による救助訓練

の披露や、園児たちの元気な初泳ぎがあり、海辺はたくさん

の笑顔に包まれました。今年の水質は、10 年ぶりに最高ラン

ク『ＡＡ』のお墨付き。きれいな海で思いきり遊べるイマリ

ンビーチは、８月 24 日まで海水浴を楽しむことができます。

↑ 本番さながらの緊張感のなか行われたシーバード伊万里に
よる救助訓練の１コマ

7.6

黒川小学校の児童が地元愛を表現

イマリンビーチでサンドアート制作

↑ １年生から６年生までが協力し、バケツや発砲スチロールで固めた
砂を丁寧に削ったり、海岸で拾った貝殻で飾り付けたりしました

黒川町のイマリンビーチで、黒川小学校の児童による『サ

ンドアートフェスティバル』が開催されました。これは、

サンドアート制作を通して、地元の自然に親しんでもらお

うと毎年開催されているもので、今年で 23 回目になります。

気持ちのよい青空の下、全校児童が８班に分かれ、班のメン

バーと協力し、黒川町の山や海、町が推進している『うちど

く』などをテーマに、砂で立体的なオブジェを制作しました。

6.20
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今
年
も
『
男
女
格
差
（
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
）』
に
関
す
る
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
、
日
本
は

１
４
８
か
国
中
１
１
８
位
と
、
先
進

７
か
国
の
な
か
で
最
下
位
で
し
た
。

特
に
、女
性
閣
僚
の
減
少
が
影
響
し
、

政
治
分
野
の
ス
コ
ア
が
後
退
し
て
い

ま
す
。
経
済
分
野
で
も
、
女
性
管
理

職
の
割
合
が
１
２
７
位
と
著
し
く
低

く
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
も
依
然
と

し
て
大
き
い
ま
ま
で
す
。

　
教
育
分
野
で
は
、
高
等
教
育
機
関

へ
の
進
学
に
お
け
る
男
女
格
差
が
課

題
と
な
っ
て
い
て
、
と
り
わ
け
理
系

分
野
へ
の
女
性
の
進
学
率
は
、
い
ま

だ
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
政
治
分
野
で
は
、
女
性
の
活
躍
を

広
げ
て
い
く
た
め
に
、
国
会
議
員
や

閣
僚
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
台
を
支

え
る
市
議
会
や
県
議
会
と
い
っ
た
地

方
政
治
の
場
に
お
い
て
も
、
女
性
の

参
画
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
男
性
の
分
野
と
さ
れ

て
き
た
財
政
や
公
共
工
事
な
ど
の
政

策
領
域
に
お
い
て
も
、
女
性
議
員
の

分
析
力
や
判
断
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
経
済
分
野
で
は
、
企
業
の
経
営

層
に
よ
る
意
識
改
革
が
不
可
欠
で

教育と文化

郷
土
の
文
化
財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
１
６
）

遺
跡
余
話
　『
旧
石
器
時
代
の
替
刃
式
石
器
』

　
６
月
27
日
、
大
坪
小
学
校
で

『
人
権
の
花
』
贈
呈
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　『
人
権
の
花
』
運
動
は
、
年
間

を
通
し
た
花
の
植
栽
や
管
理
を
通

じ
て
、
児
童
の
思
い
や
り
や
協
力

す
る
心
を
育
て
よ
う
と
、
唐
津
・

伊
万
里
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
、
伊
万
里
市

な
ど
の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
大
坪
小
学

校
の
児
童
が
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
な
が
ら
も
、
贈
ら
れ
た
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
苗
を
大
切
に

植
え
て
い
ま
し
た
。
植
栽
の
あ
と

は
、
先
生
た
ち
の
演
奏
に
合
わ
せ

全
校
児
童
が
『
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
』
を
合
唱
し
、
一
人
一
人
が

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
を
歌

で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

『
人
権
の
花
』
贈
呈
式

↑ 花は子どもたちによって大切に育て
られ、秋には観賞会を行う予定です

す
。
男
女
の
役
割
に
対
す
る
固
定
観

念
や
『
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス

（
無
意
識
の
思
い
込
み
）』
を
見
直
し
、

出
産
や
家
事
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
へ
の
理
解
と
支
援
を
社
会
全
体

で
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
あ
る
女
性
自
衛
官
か
ら
「
女
性
隊

員
の
地
位
や
能
力
を
高
め
る
た
め

に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
づ
く

り
や
男
女
双
方
の
意
識
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
衛
隊
の
よ

う
な
男
性
中
心
と
見
ら
れ
が
ち
な
組

織
で
も
、
確
か
な
変
化
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
格
差
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

「
平
等
を
求
め
な
が
ら
、
こ
れ
は
や

ら
な
い
、
あ
れ
は
や
り
た
く
な
い
」

と
い
っ
た
意
識
を
改
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
誰
か
に
変
化
を
求
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
ら
も
覚
悟
を
持
ち
、

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社
会
の

実
現
に
向
け
、
ま
ず
は
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会

『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
）

男
女
格
差
な
き
社
会
へ

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課
男
女
協
働
・
婚
活
応
援
係（
☎
23
‐
２
１
１
５
）

　
７
月
号
に
続
き
、
松
浦
町
桃
川

に
あ
る
大
光
寺
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
石
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
右
の
石
器
は
、
約
２
万
５
千

年
前
の
黒
曜
石
製
の
ナ
イ
フ
形
石

器
で
す
。
左
側
が
刃
の
部
分
で
、

右
側
は
刃
を
打
ち
欠
い
て
潰
し
、

包
丁
の
よ
う
に
峰
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
短
い
柄
を
つ
け
て
ナ
イ
フ

の
よ
う
に
、
ま
た
、
長
い
柄
を
つ

け
て
槍
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
写
真
中
央
と
左
の
石
器
は
、
約

１
万
４
千
年
前
の
『
細
石
刃
』
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
細
長
い
両

側
が
鋭
い
刃
に
な
っ
て
い
て
、
軸

に
は
め
込
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
軸
に
は
め
込

む
際
の
接
着
剤
に
は
、
動
物
の
皮

や
骨
な
ど
を
煮
て
作
っ
た
膠

に
か
わ

が
使

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
完
成
す
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
折
れ
る

と
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、

細
石
刃
は
、
刃
の
部
分
だ
け
を
つ

く
る
た
め
、
短
時
間
で
大
量
に
つ

く
る
こ
と
が
可
能
で
、
さ
ら
に
、

刃
が
欠
け
て
も
、
欠
け
た
部
分
だ

け
を
取
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る

『
替
刃
式
』
の
便
利
な
石
器
と
し

て
、
旧
石
器
時
代
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

細
石
刃

↑  

ナ
イ
フ
型
石
器
（
右
）
と
細
石
刃
（
中
央
・
左
）

↑  

細
石
刃
を
は
め
込
ん
だ
槍
の
想
定
図
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ほがらか

こ
の
夏な

つ
は  

い
く
さ
終お

わ
わ
り
て  

八は
ち

十じ
ゅ
う

年ね
ん  

永と

久わ

の
平へ

い
和わ

を  

祈い
の

り
続つ

づ

け
む

香か

川が
わ

　
三み
つ
枝え

伊
万
里
白
露
短
歌
会

百寿記念品贈呈

　百歳の誕生日おめでとうご
ざいます。長寿を祝って記念
の飾り皿を贈呈しました。

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　よく笑うことと、好き嫌いなく何で
もおいしく食べることです。歌うこ
とと、会話をすることが楽しみです。

川久保 貞子 さん（脇田町）
６月５日生まれ

　
５
月
に
、
伊
万
里
市
担
当
の

行
政
相
談
委
員
で
あ
る
、
多
久

島
美
隆
さ
ん
が
『
全
国
行
政
相

談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
多
久
島
さ
ん
は
、
平
成
29
年

か
ら
現
在
ま
で
行
政
相
談
委
員

を
務
め
て
い
て
、
無
報
酬
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
住
民
か

ら
の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
る
な
ど
、

行
政
相
談
委
員
活
動
の
功
績
・

支
援
に
関
す
る
貢
献
が
あ
っ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
と
は
、
担
当
行
政

機
関
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、

行
政
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

受
け
、�

そ
の
解
決
や
実
現
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
制

度
や
運
営
の
改
善
に
生
か
す
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。

行
政
相
談
委
員
連
合
協

議
会
会
長
表
彰
受
賞

　
７
月
５
、
６
日
に
『
第
30
回
図

書
館
☆
（
ほ
し
）
ま
つ
り
』
が
市

民
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
７
年
７
月
７
日

に
開
館
し
た
図
書
館
の
30
歳
の
誕

生
日
を
市
民
と
一
緒
に
祝
お
う
と

18
団
体
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

４
日
に
は
、
図
書
館
開
館
30
周
年

を
記
念
し
て
、
図
書
館
の
30
年
を

振
り
返
る
『
図
書
館
☆
ま
つ
り
前

夜
祭
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
『
本
と
人
を
育
ん
で
30

回
目
の
☆
（
ほ
し
）
ま
つ
り
』
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
館
内
各

所
で
、
機
知
に
富
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
で
、
猛
暑
の
な
か
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

↑ オープニングを飾った『いすの木合
唱団』の歌声が観客を魅了しました

↑ 伊万里おはなしキャラバンの『☆ま
つり・おはなし会』での１コマ

↑ タッチボタンによる『運転能力診断』な
どにチャレンジする子どもたち

↑ 前夜祭に行われたトーク＆トーク『聴い
て、話して！私と図書館』での１コマ

 

30
回
目
の
記
念
す
べ
き
誕
生
日
お
め
で
と
う

図
書
館
☆
（
ほ
し
）
ま
つ
り
開
催
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ほがらか

 ● 予約・問合先　

　シティプロモーション推進課グリーン・ツーリズム係

　伊万里市観光協会（ 　 ☎ 20-9031）

　　　　　　　　　　　　　　取り組みの紹介動画 →

佐代姫さくら亭（山代町）
～人のあたたかさと交流～　

あなたも農家民宿・体験受け入れに
取り組んでみませんか

　『農家民宿などに新しく取り組んでみたい』『伊万里を訪れ

る人を特別な体験でおもてなしをしてみたい』人を募集して

います。また、農家民宿に取り組んでみたい人を応援するため、

補助金制度を創設しました。興味のある人は、気軽に相談し

てください。

◆補助金
▷伊万里市農家民宿開業支援補助金
　トイレ、洗面、浴槽などの改修費や申請手数料

　の補助

※補助率１/ ２以内（一軒当たり上限 50 万円）

▷伊万里市農家民宿体験支援事業
　農家民宿の開業に興味を持った人への宿泊体験の補助

※一人当たり 9,900 円（１泊の宿泊費相当分）

子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています

伊万里グリーン・ツーリズム伊万里グリーン・ツーリズム

　農家民宿『佐代姫さくら亭』は、山代町の『佐代姫伝

説』にまつわる佐代姫神社の近くにあり、松永孝三さん

夫婦が営んでいます。

　松永さん夫婦は、修学旅行生などの利用者と一緒に、

田舎の魅力を感じる地域散策を楽しんだり、和食文化の

基本である一汁三菜を調理したりと、松永家の『いつも

の日常』をそのまま提供しています。

　後日「本当の家族のように接してくれてありがとう」

「また来ます」などと書かれたお礼の手紙が届くと、次

の受け入れがとても楽しみになり、心がワクワクするそ

うです。

　皆さんも、普段の暮らしの延長で、自然の恵みや田舎

の魅力を生かした農家民宿に挑戦してみませんか。

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4315）

右手の小指側を左手の甲にかるく
あててから指先を顔の前あたりまで

上に上げます

『 あ り が と う 』

やってみよう

農家民宿紹介 vol. ７農家民宿紹介 vol. ７

　
い
つ
も
明
る
く
て
弟
の
愛
之

助
思
い
で
小
さ
い
子
ど
も
の
面

倒
見
が
い
い
、
い
ー
ち
ゃ
ん
♥

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
育
っ
て

く
だ
さ
い
ね
♬

あ
と
は
少
し
だ

け
勉
強
を
が
ん

ば
っ
て
も
い

い
で
す
よ
★

ア ル バ ム
わが家の

脇
わき

山
やま

 愛
いと

海
み

さん

＊幸
こう

司
じ

・愛
あい

香
か

さんの子

＊二里町

(     )９歳
５か月

　
わ
た
し
は
シ
ャ
イ
な
ん
だ
け

ど
い
た
ず
ら
っ
子
♫
わ
た
し
よ

り
も
小
さ
い
子
た
ち
と
も
仲
よ

く
遊
ん
で
る
よ
♥
好
き
な
あ
そ

び
は
な
わ
と
び
や
鉄
棒
♬
食
べ

物
は
マ
ス
カ
ッ
ト
や
ス
イ
カ
、

お
か
し
が
好
き
な
の
♪
さ
い
き

ん
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
む

ち
ゅ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
★

募
集
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８月の市民スポーツ

３日（日）

● 伊万里ラジオ体操会

　午前６時 20 分開会　国見台球技場

※雨天時は、国見台体育館で行います。

●  市子ども会連合会スポーツ大会

（ドッヂビー）

　午前８時 30 分開会　国見台体育館

10 日（日）・11 日（月・祝）

● 伊万里カップ少年サッカー大会

　午前９時試合開始

　 国見台球技場・伊万里湾大橋球技場・

伊万里松浦球技場

16 日（土）・17 日（日）

● 伊西地区高等学校野球新人戦

　午前 10 時試合開始　国見台野球場

スポーツ

●

期
　
日
　
７
月
６
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《 

大
会
成
績 

》

【
一
般
（
混
合
）
の
部
】

▽
優
　
勝
　

　
山
口
病
院
ボ
ン
バ
ー

▽
準
優
勝
　

　
ピ
ク
ミ
ン

【
女
性
の
部
】

▽
優
　
勝
　

　
エ
ク
セ
ル
レ
デ
ィ

▽
準
優
勝
　

　
東
山
代

【
シ
ニ
ア
（
混
合
）
の
部
】

▽
優
　
勝
　

　
エ
ク
セ
ル
Ａ

▽
準
優
勝
　

　
チ
ー
ム
大
坪

● 

期
　
日
　
６
月
15
日
・
21
日
・

７
月
５
日
・
６
日

● 

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

《 

大
会
成
績 

》

▽
優
　
勝
　

　
大
坪
赤
門
南
波
多
野
球
部

▽
準
優
勝
　

　
二
里
少
年
年
野
球
ク
ラ
ブ

▽
３
　
位

　
東
陵
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
ク
ラ
ブ

　
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
・
波
多
津
少

　
年
野
球

市
長
旗
争
奪
第
52
回

市
少
年
野
球
大
会

● 

期
　
日
　�

６
月
15
日

●

場
　
所
　�
国
見
台
体
育
館

《
市
内
選
手
の
上
位
成
績
》

【
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
】

《 

大
会
成
績 

》

▽ 

優
　
勝

　
加
藤�

璃
乃
・
中
村�

小
春

（
ま
き
し
ま
Ｊ
ｒ
）

松
武
館
の
岩
永
さ
ん
、
溝
江
さ
ん
が
『
第
41
回
全

国
道
場
少
年
剣
道
選
手
権
大
会
』
に
出
場
し
ま
す

　
６
月
29
日
、
さ
が
み
ど
り
の
森

球
場
で
、
高
円
宮
賜
杯
第
45
回
全

日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
の
佐
賀

県
大
会
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
大
坪

赤
門
南
波
多
野
球
部
が
、
唐
津
市

の
浜
友
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
１
対

０
で
勝
ち
、
出
場
１
０
４
チ
ー
ム

の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
同
大
会

で
伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
の
チ
ー

ム
が
優
勝
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　
大
坪
赤
門
南
波
多
野
球
部
は
、

佐
賀
県
代
表
と
し
て
、
８
月
11
日

か
ら
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
『
高

円
宮
賜
杯
第
45
回
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
』
に
出
場
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
全
国
に
約
１
万

あ
る
学
童
野
球
チ
ー
ム
の
中
か
ら

大
坪
赤
門
南
波
多
野
球
部
が
『
高
円
宮
賜
杯
第
45 

回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
』
に
出
場
し
ま
す

県
大
会
な
ど
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

53
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
、
小
学
生

球
児
に
と
っ
て
最
大
規
模
の
大
会

で
『
小
学
生
の
甲
子
園
』
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

↑バッテリーを中心とした守備力で、１点を守
　り切り県大会決勝を制した部員たち

第
31
回
あ
じ
さ
い
カ
ッ

プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
７
月
８
日
、『
第
38
回
佐
賀
県
道

場
少
年
剣
道
大
会
』
小
学
生
個
人

の
部
に
お
い
て
、
と
も
に
『
松
武

館
』
に
所
属
す
る
岩
永
悠
瑠
さ
ん

が
優
勝
を
、
溝
江
勇
巳
さ
ん
が
準

優
勝
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め

に
深
浦
弘
信
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
結
果
を
受
け
、
２
人
は
、

10
月
19
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
『
第
41
回
全
国
道
場
少
年
剣

道
選
手
権
大
会
』
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岩
永
さ
ん
は
、
９
月
14

日
に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
『
第

20
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年

剣
道
優
勝
大
会
』
に
出
場
し
ま
す
。

↑岩永さん（前列右から２人目）と溝江さん（前列右から３
　人目）率いる松武館は団体戦でも全国大会に出場しました

第
19
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

↑参加チーム数が過去最多となった本大会で、暑すぎ
　る中に熱すぎるプレーが、各試合で展開されました
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■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
特

定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
、
加
熱

式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し

な
ど
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
中
央
公
民
館
の
使
用
料
の
額
を

改
定
す
る
た
め
に
改
正
し
た
も
の

で
す
。

■
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
支
給

　
事
業
　
　�

２
億
５
４
６
６
万
円

▽
物
価
高
騰
対
応
水
道
基
本
料
金

　
減
免
事
業
等　

　
４
８
８
３
万
円

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
２
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
構
成
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
市

政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
10

人
の
議
員
か
ら
21
項
目
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

議

会

報

告

議

会

報

告

　
令
和
７
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
９
日
か
ら
25

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
議
案
７
件
、
一
般
議
案
５
件
、
予
算

議
案
５
件
、
報
告
９
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
東
山

代
体
育
館
を
廃
止
す
る
た
め
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費

の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
に

伴
い
、
選
挙
長
等
の
報
酬
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
投
票
立
会
人
等
の
報

酬
を
従
事
時
間
に
応
じ
て
支
給
す
る

た
め
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
市
の
議
会
議
員
又
は
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
の
作

成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一

条
例
議
案

部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
市
議
会
議
員
又
は
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
に
係

る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
浦
分
地
区
浸
水
対
策
事
業
浦
分

排
水
機
場
土
木
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

契
約
の
契
約
金
額
と
東
山
代
複
合

施
設
建
築
工
事
の
請
負
金
額
を
変

更
し
た
も
の
で
す
。

■
財
産
の
取
得

　
消
防
団
に
配
備
す
る
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
３
・
４
・
５
号
）

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
億
１
０
３
９
万
３
千
円

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

一
般
議
案

予
算
議
案

決
　
議

一
般
質
問

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

３
４
８
億
４
４
３
３
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

【
第
３
号
】

▽
浦
分
地
区
浸
水
対
策
事
業

７
０
８
６
万
円

▽�

東
山
代
小
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
複
合
施
設
整

備
事
業
　
　

　�

４
９
５
０
万
円

【
第
４
号
】

▽
予
防
接
種
事
業

４
６
４
８
万
円

▽
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業（
補
助
）

７
１
０
万
円

▽
防
災
活
動
事
業

１
１
２
７
万
円

【
第
５
号
】

特 別 委 員 会特 別 委 員 会

◎�

林
　����

博�

幸

○�

力�

武���

勝�

範

�

加�

藤�

奈
津
実

�

木�

寺���

智�

子

�

川�

添���

智�

德

�

山�

口���

常�

人

議

会

機

能

向

上

特

別

委

員

会

　
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略

インフォメーションi

空

き

家

対

策

調

査

特

別

委

員

会

◎�

梶�

山�������

太

○�

金�

原���

晋�

作

�

児�

玉�

不
二
子

�

西�

田�

晃
一
郎

�

松�

尾���

真�

介

�

前�

田���

久�

年
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インフォメーションi

伊万里市子どもの屋内遊び場

株式会社名村造船所様の伊万
里事業所竣工 50 周年を記念し
た本市への寄付金を活用し『い
まりっこらんど』を開設します。

伊万里市民センター内（伊万里市松島町 391 番地 1）

場　所

10：00 − 15：30 ※最終入場受付は 15：00 まで

　【土日祝と学校の長期休業期間中は３部入れ替え制】
　① 10：00-11：30
　② 12：00-13：30
　③ 14：00-15：30
　※各部、事前予約 30 人程度・当日受付 20 人程度

休館日
・ 月曜日　※月曜日が祝日の場合は、次の平日が休館日です

・ 12 月 29 日 − １月３日

対象者

就学前の子どもとその保護者（18 歳以上）
※同伴する小学生も利用可能

入館料
無 料

開館時間

利用日の１週間前から
前日まで予約できます
※当日受付あり

　  こちらから

予　約

いまりっこらんど
土

問合先

☎ 080-2655-5440

暑
い日

も雨の日
もおもいっきりあそぼう！

ご寄付
ありがとう
ございます

8月2日
グランドオープン！

162025.8 広報いまり



インフォメーションi インフォメーションi

高校新卒者を含みます

第３回目となる令和８年４月採用の伊万里市職員を募集します
● 申込・問合先　総務課職員係（ 　☎ 23-2127）

試験区分 予定人数 受験資格

一 般 事 務 Ｊ 若干名 ー

一 般 事 務 Ｋ
（ 障 が い 者 ）

若干名

次のすべての要件を満たす人
①障がい者手帳などの交付を受けている人
②介助者なしで職務の遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対応が可能な人

社 会 福 祉 士 Ａ 若干名 社会福祉士の資格を有する人、または令和８年３月 31 日までに資格取得見込みの人

土 木・ 建 築 Ｃ 若干名 ー

保 健 師 Ｅ 若干名 保健師の資格を有する人、または令和８年３月 31 日までに資格取得見込みの人

保 育 士 Ａ 若干名 幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得者、または令和８年３月 31 日までに両方の資格取得見込みの人

試験区分 予定人数 その他の受験資格

一 般 事 務 Ｌ 若干名 令和７年８月１日現在、公務員の一般行政職の正規職員として勤務

社 会 福 祉 士 Ｂ 若干名

社会福祉士の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①民間企業などで、社会福祉士としての業務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上
②令和７年８月１日現在、公務員の正規職員（社会福祉士）として勤務
③ 地方公共団体の会計年度任用職員の社会福祉士としての職務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上

土 木・ 建 築 Ｄ 若干名

次のいずれかの要件を満たす人
①民間企業などで、土木・建築関連の業務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上
②令和７年８月１日現在、公務員の正規職員（土木または建築技術職）として勤務
③ 地方公共団体の会計年度任用職員として土木か建築に関連する職務経験が令和７年７月末現在、通算し

て３年以上

保 健 師 Ｆ 若干名

保健師の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①民間企業などで、保健師としての業務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上
②令和７年８月１日現在、公務員の正規職員（保健師）として勤務
③ 地方公共団体の会計年度任用職員の保健師としての職務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上

保 育 士 Ｂ 若干名

幼稚園教諭と保育士の両方の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①保育所などで、保育業務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上
②令和７年８月１日現在、公務員の正規職員（保育士）として勤務
③ 地方公共団体の会計年度任用職員の保育士としての職務経験が令和７年７月末現在、通算して３年以上

■ 受付期間
　８月 1 日（金）〜 21 日（木）

▷インターネットの場合は、21 日の午後５時 15 分まで

▷ 持参の場合は、土・日曜日を除く午前８時 30 分から午後

５時 15 分まで

▷郵送の場合は、８月 21 日の消印のあるものまで有効

■ １次試験
●  試験日　９月 21 日（日）

※ 土木・建築Ｃの試験区分は、技術士などの資格を有する

人が受験する場合、専門試験を免除することがあります。
●  試験会場　市民センターまたは各テストセンター

※ 一般事務Ｊ・Ｋおよび土木・建築Ｃ（資格なし）以外の

試験区分は、テストセンターで受験することができます。

■ 申込方法
　 インターネットの専用サイトや直接持参、郵送で申し込

むことができます。

※ 申込書・試験案内は、郵送での請求や市ホームページから

ダウンロードできます。

■ その他　
　 採用試験の詳細やインターネットの専用サイトを通じて

試験に申し込む場合など、詳しくは、市

ホームページで確認してください。→

■ 申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町1355番地１

　伊万里市役所総務課職員係（☎ 23-2127）

◆ 一般試験

◆ 社会人経験者試験：社会人経験者枠

試験区分 予定人数 受験資格

一 般 事 務 Ｍ 若干名
次のすべての要件を満たす人
① 伊万里市外に登記上の本店を置く民間企業等での職務経験が令和７年７月末現在、３年以上
②令和７年８月１日現在、伊万里市外に住民票のある人

◆ 社会人経験者試験：ＵＩＪターン試験

※年齢制限は、すべての試験区分で平成２年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた人です。
※すべての試験区分で学歴を問いません。
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熱中症に注意しましょう

　熱中症は、適切な行動をとることで予防できます。熱中症のことを正しく理解して、自分自身の体調に気を付けましょう。
また、周囲の高齢者や子どもなどには、熱中症の予防を呼びかけるなど、注意深く見守りましょう。
　熱中症予防対策として、市内に、熱中症予防休憩所を設置していますので、利用してください。

● 問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎ 22 ｰ 3916）

●熱中症予防のポイント
　①暑さを避けましょう
　②こまめに水分・塩分を補給しましょう
　③日ごろから体調管理をしましょう
　④暑さに備えた体力作りをしましょう
　⑤気温や湿度などにも気を配りましょう

《 熱中症警戒アラートが出たら、より注意しましょう！》
　『熱中症警戒アラート』とは、熱中症により人の健康
に被害が生じるおそれがあると予測された場合に、環
境省と気象庁が提供する情報のことです。
　アラートが発令された場合は、熱中症の予防行動を
とりましょう。

●熱中症予防休憩所
　▷各コミュニティセンター（13 箇所）
　▷市役所市民ロビー
　▷市民センター
　▷市民図書館
　▷ＹＯＴＴＯＫＯ（伊万里駅ビルＪＲ側１階）
　▷松浦健康増進施設（松浦町）
※各施設の開館時間に合わせて開設しています。
環境省ホーム
ページ『熱中
症予防情報サ
イト』はこち
らから→

佐賀県ホーム
ページ『熱中
症警戒アラー
ト情報』はこ
ちらから→

試験区分 予定人数 年齢制限など その他の受験資格

消防士
３人
程度

① 平成 10 年４月２日から平成
20 年４月１日までに生まれ
た人

② 救急救命士免許を有する人
で、平成８年４月２日から平
成 18 年４月１日までに生ま
れた人

①採用後に伊万里市または有田町に居住できる人
②普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は

除く）取得者、または令和８年３月 31 日までに取得見
込みの人

③視力が、両眼で 0.7 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以
上であること（視力矯正を含む）。赤色および青色、黄
色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

■ 採用試験区分・採用予定人数・受験資格

■ 受付期間
　８月１日（金）〜 20 日（水）
　（ 土・日曜日、祝日を除く 午前８時30分〜午後５時15分）
※ 郵送の場合は、８月 20 日の消印があるものまで有効

です。
■ １次試験
● 試験日　９月 21 日（日）
● 試験会場　伊万里消防署　研修室
● 試験内容　高等学校卒業程度の教養試験

■ 申込書・試験案内の請求申込書・試験案内の請求
▷ 伊万里・有田消防組合▷ 伊万里・有田消防組合ホームページから様式をダウ

ンロードできます。
▷ 郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と▷ 郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と

朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封
筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■ 申込・問合先
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎ 23-2116）

令和８年４月採用

伊万里・有田消防組合の職員を募集します

インフォメーションi

● 問合先　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎ 23 ｰ 2116）

　
公
金
振
込
手
数
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の
有
料
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に
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い
、
９
月
１
日
（
月
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以
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か
ら
事
業
者
へ
の
振
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は
、
同
一

日
に
同
一
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座
へ
の
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が
２
件

以
上
あ
る
場
合
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、
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求
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を
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て
振
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み
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す
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振
込
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は
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場
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と
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。
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対
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の
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振
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業
者
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代
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代
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▽
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▽
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先
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べ
て
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で
あ
る
こ
と

※
個
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
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ず
に
振
り
込
み
ま
す
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上
下
水
道
事
業
（
企
業
会
計
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か
ら
の
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は
対
象
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で
す
。

●
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込
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が
必
要
な
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が
あ
れ
ば
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で
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込
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を
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し
ま
す
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申
請

は
、
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込
ご
と
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
振
込
人
名
が

『
イ
マ
リ
シ
ヤ
ク
シ
ョ
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と
記
載

さ
れ
て
い
る
振
込
に
限
り
ま
す
。

申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
↓

●
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合
先
　
出
納
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☎
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‐
２
１
２
８
）

事
業
者
へ
の
振
込

方
法
９
月
か
ら
変
更
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■ 受付期間
　　８月８日（金）〜 22 日（金）８月８日（金）〜 22 日（金）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日、祝日は除きます。

■ 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　子育て支援課子育て支援係（　 ☎ 23-2310）

▷特別児童扶養手当

　福祉課障がい福祉係（　 ☎ 23-2156）

　母子・父子家庭の父母とその養育す

る児童、父母のいない児童が、健康保

険により医療機関で診療を受けた場合、

医療費の自己負担の一部を助成します。

■ 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育している人

▷児　童

18 歳に達した日以後の最初の３月

31 日までの間にある人

※所得制限などがあります。

■ 助成額
助成対象者が医療機関などで受診

し、支払った一部負担金から入院・

通院を問わず１人１月 500 円を控

除した額

■ 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌月か

ら起算して１年以内

■ 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の診療

分から助成します。

　児童扶養手当は、父母の離婚や父ま

たは母の死亡などにより、18歳に達し

た日以後の最初の３月 31日までの間に

ある児童または 20歳未満の障がい児を

養育しているひとり親家庭の父もしく

は母、または養育者に支給されます。

※所得制限などがあります。

■ 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　46,690 円

▷一部支給の場合

11,010 円〜 46,680 円

▷加算額
 ○ 第２子以降・１人につき

　（全額支給の場合）　　　11,030 円

　（一部支給の場合）

5,520 円〜 11,020 円

※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。

■ 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を

含む）したとき

▷受給者や対象児童が公的年金を受け

るようになったとき

▷対象児童が受給者の生計と別になっ

たとき

▷対象児童または受給者が住所を変更

したとき

▷対象児童の人数が変更になったとき

■ 支給制限
父または母である受給資格者に対す

る手当は、支給開始月から５年また

は支給要件に該当した月から７年を

経過したときは、手当額が２分の１

になります。就業または求職活動、

就業が困難なことなど、いずれか証

明できる書類を提出するとこれまで

の手当と同じ額が支給されます。

■ 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月

分から支給されます。

現在受給している人は現況届・更新手続きを忘れずに！現在受給している人は現況届・更新手続きを忘れずに！
該当する人には事前に郵送します。

　特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障がいがある

20 歳未満の児童を養育している父も

しくは母、または養育者に支給されま

す。該当する児童がいるひとり親家庭

などには、児童扶養手当と併せて支給

されます。ただし、対象となる児童が

児童福祉施設などに入所している場合

は、支給されません。なお、所得制限

などがありますので確認してください。

■ 手当額（月額）
▷障がい１級該当児童・１人につき

56,800 円

▷障がい２級該当児童・１人につき

37,830 円

※ 所得制限によって、支給停止になる

場合があります。

■ 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が児童福祉施設などに入所

したとき

▷対象児童または受給者が住所を変更

したとき

▷対象児童の障がいの程度が変わった

とき

▷引き続き手当を受けようとするとき

（再診断）

■ 新規申請（随時受付）
県知事の認定を受けると、申請した月

の翌月分から支給されます。

ひとり親家庭等
ひとり親家庭等

　　　医療費助成
　　　医療費助成特別児童扶養手当

特別児童扶養手当
児童扶養手当児童扶養手当

ご存じですか　子育てを応援する制度

インフォメーションi
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

（
炭
山
地
区
）
⑭

　
す
み
や
ま
棚
田
の
『
草
刈
リ
ス
ト
』
こ
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
原
正
道
で
す
。

　
今
回
は
、
６
月
上
旬
に
す
み
や
ま
棚
田
で

開
催
し
た
２
つ
の
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
６
月
４
日
に
『
二
里
小
学
校
田
植

え
体
験
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
年
生
は
２

ク
ラ
ス
と
人
数
が
多
い
の
で
、
２
箇
所
の
田

ん
ぼ
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
の
田
植

え
に
、
初
め
の
う
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
丁
寧
に
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。
作
業
の
合
間
に
は
、
田
ん
ぼ
に

生
息
す
る
生
き
物
を
見
つ
け
て
は
、
歓
声
を
上

げ
る
な
ど
、一
喜
一
憂
す
る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　
田
植
え
の
後
は
、
ひ
ま
わ
り
畑
で
種
ま
き

を
体
験
し
ま
し
た
。
各
自
が
種
ま
き
を
す
る

手
順
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
土
か
ぶ
せ
ま
で

の
工
程
を
真
剣
に
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
に
は
『
す
み
や
ま
田
植
え
祭
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
を
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
持
ち
こ
た
え
る
こ

と
が
で
き
、
80
人
近
く
の
参
加
者
・
関
係
者

が
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
前
日

に
田
ん
ぼ
整
備
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
だ

れ
ひ
と
り
怪
我
や
事
故
に
遭
わ
な
か
っ
た
こ

と
に
、
運
営
側
と
し
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
も
日
本
人
に
加

え
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が

参
加
し
、
国
際
色
豊
か
な
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
の
取

り
組
み
と
し
て
有
意
義
な
活
動
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
参

加
す
る
こ
と
が
、
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
の
力
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

● 問合先　情報政策課情報公開・統計係（ 　☎ 23-5491）

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な
情報公開件数

市長

総務部 ２件 ０件

総合政策部 ０件 ２件

建設農林水産部 ９件 319 件

上下水道部 ６件 753 件

農業委員会 １件 ０件

計 18 件 1,074 件

■実施機関別請求状況

◆◆◆ 情報公開制度 情報公開制度  ◆◆◆◆

請求件数 18 件

決 定 内 容

など

公　開 １件

一部公開 13 件

非公開 ４件

存否応諾拒否 ０件

取下げ ０件

■情報公開等請求の処理状況

※ 情報公開請求の主なものについては、市ホーム
ページに掲載しています。

◆◆◆ 個人情報保護制度  個人情報保護制度 ◆◆◆◆

請求件数 11 件

開示請求決定内容

など

開　示 ９件

部分開示 ２件

不開示 ０件

取下げ ０件

訂正、利用停止請

求決定内容
訂正など ０件

■個人情報開示等請求の処理状況

※ 個人情報開示請求の主なものについては、市ホーム

ページに掲載しています。

■伊万里市情報公開・個人情報保護審査会
　 市の個人情報取扱事務について報告するとともに、情

報公開請求や個人情報開示等請求について審査請求が
あったとき、審査会は実施機関の諮問に応じ、答申を
行います【諮問および答申の件数０件】。

■実施機関別請求状況

実施機関 個人情報開示請求件数

市長

総務部 １件

市民交流部 ２件

健康福祉部 ６件

建設農林水産部 ２件

計 11 件

令和６年度　情報公開・個人情報保護制度の運用状況
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７
月
１
日
、
伊
万
里
市
管
工
事

協
同
組
合
が
、
伊
万
里
市
の
将
来

を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
福
祉
基
金

に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
昭
和
49
年
に
設
立

し
、
昨
年
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
市
民
生
活
に
直
結

す
る
水
道
に
関
し
て
、
休
日
夜
間

の
修
繕
業
務
の
対
応
に
取
り
組
む

な
ど
、
安
心
安
全
な
水
を
市
民
に

届
け
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
寄
付
は
、
設
立
50
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 伊

万
里
市
管
工
事
協
同
組
合
が

設
立
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
寄
付

↑ 寄付を行った市管工事協同組合の皆さん

伊
万
里
商
工
会
議
所
青
年
部
が

教
育
振
興
奨
励
基
金
に
寄
付↑教育長室で、松本定教育長に目録を渡す古賀政章会長

（右から２人目）と宮園喜一郎直前会長（右）

　
６
月
23
日
、
伊
万
里
商
工
会
議

所
青
年
部
が
、
伊
万
里
市
の
未
来

を
担
う
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
成

長
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、

教
育
振
興
奨
励
基
金
に
寄
付
を
し

ま
し
た
。

　
同
青
年
部
は
、
次
代
の
地
域
経

済
を
担
う
若
手
経
営
者
・
後
継
者

の
相
互
研
鑽
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
青
年
経
済
人
と
し
て
資
質
の

向
上
と
会
員
相
互
の
交
流
を
通
じ

て
、
企
業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域

経
済
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的

に
、
現
在
、
会
員
68
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

書
籍
『
た
ま
さ
ん
ち
の
ホ
ゴ

　
イ
ヌ
』�

ｔ
ａ
ｍ
ｔ
ａ
ｍ�

著13
冊

▼

書
籍
『
た
ま
さ
ん
ち
の
ホ
ゴ

　
ネ
コ
』�

ｔ
ａ
ｍ
ｔ
ａ
ｍ�

著13
冊

　
三
宅
美
穂
（
長
崎
県
諫
早
市
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

７
万
円

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
青
年
部

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。
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暮らしのチャンネル

　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、
９
日

は
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
で
す
。
原
爆
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
、
い
ま
も
後
遺
症
で
苦

し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。
戦
没

者
の
ご
冥
福
と
、
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
１
分
間
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

●

日
　
時

▽
８
月
６
日
（
水
）
午
前
８
時
15
分

▽
８
月
９
日
（
土
）
午
前
11
時
２
分

▽
８
月
15
日
（
金
）
正
午

※�

防
災
行
政
無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。

※�

気
象
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　�

☎
23
‐
２
１
２
３
）

　
精
霊
流
し
の
船
や
供
物
な
ど

は
、
環
境
保
全
の
た
め
、
市
で
回

収
し
ま
す
の
で
、
指
定
場
所
に
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

注
意
事
項
　

▽�

精
霊
船
を
川
や
海
に
流
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
線
香
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

　
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
当
日
、
気
象
警
報
な
ど
が
発
令

　
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
中

　
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
15
日
（
金
）

▽
伊
万
里
川
　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

▽
山
代
地
区
　�

午
後
６
時
〜
８
時

◆
指
定
場
所

▽�

伊
万
里
川
（
船
屋
橋
下
流
の
川

落
と
し
合
戦
場
）

▽�

山
代
地
区
（
楠
久
突
堤
物
揚
場
、

小
島
公
園
、
浦
ノ
崎
港
）

● 

問
合
先
　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
係
（�

　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

●

し
尿
の
く
み
取
り
の
休
業
日

　
８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

※�

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
営
業
と
、
ご
み
の
収
集
業
務

は
、
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ�

ク

ル
推
進
係
（
　�

☎
23
‐
２
１
４
５
）

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
と
『
集
落

支
援
員
』
の
役
割
と
、
そ
の
活
動

事
例
な
ど
を
広
く
周
知
・
共
有
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
８
月
24
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

８
月
は
平
和
の
祈
り
を

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

参
加
料
　
無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●

内
　
容

▽
活
動
報
告

　
伊
万
里
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
と
集
落
支
援
員

▽
地
域
づ
く
り
講
演

　
講
師
　
徳
島
大
学
大
学
院
教
授

　
田
口
太
郎

　
演
題
『
人
口
減
少
下
で
の
地
域

　
づ
く
り
の
方
向
性
〜
地
域
の
担

い
手
を
広
く
考
え
る
〜
』

● 

問
合
先
　

　
地
域
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

（
　�

☎
23
‐
２
１
１
４
）

　
８
月
は
、『
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
』
で
す
。
北
方

領
土
と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

、
国く

な
し
り後
島と

う

、

色し
こ
た
ん丹
島と

う

、
歯は

ぼ
ま
い舞
群ぐ

ん

島と
う

の
４
島
の
こ

と
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

　
一
日
も
早
く
、
日
本
に
返
還
さ

れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　�

☎
23
‐
２
１
２
３
）

　
８
月
27
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で

は
、
全
国
一
斉
『
こ
ど
も
人
権
相

談
』
強
化
週
間
で
す
。
期
間
中
は
、

電
話
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
を
延

長
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▽
８
月
27
日
（
水
）
〜

９
月
２
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
８
月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

●

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
☎
23
‐
２
４
９
２
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
い

て
、
令
和
６
年
度
の
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

閲
覧
申
請
者
や
利
用
目
的
な
ど
の

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
、
市
役
所
１
階
に
あ
る
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆ 

申
請
件
数
　
７
件
（
４
〜
９
月

が
５
件
、
10
〜
３
月
が
２
件
）

◆ 

閲
覧
件
数
　

　 

１
０
４
８
件
（
４
〜
９
月
が

９
８
７
件
、
10
〜
３
月
が
61
件
）

●

問
合
先
　
市
民
課
記
録
管
理
係

（
　�

☎
23
‐
２
１
２
９
）

お

盆

期

間

中

は

休

業

し

ま

す

住
民
基
本
台
帳
の

閲

覧

状

況

地
域
づ
く
り
講
演
会

北
方
領
土
返
還
運
動

全

国

強

調

月

間

精

霊

流

し

お
知
ら
せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。

▷日　時　８月 20 日（水）

　　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センターリサーハル室

②お誕生会（要申込）
　８月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　８月 27 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23‐5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

全
国
一
斉
『
こ
ど
も
の

人
権
相
談
』
強
化
週
間

◆ イベント『第３回こっちゃん夜市』　●場 所　伊万里駅前広場　●日 時　８月２日（土）
午後３時〜９時　●内 容　屋台・グルメ・遊び・イベントなど　●主 催　川西青年部 
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７
月
１
日
付
け
で
、
江
頭
清
隆

さ
ん
（
大
坪
町
）
が
、
人
権
擁
護

委
員
に
再
任
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
、
あ
な
た

の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
い
じ
め
や
差
別
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
な
ど
人
権
に
関
わ
る
問

題
で
悩
み
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
☎
23
‐
２
４
９
２
）

　
交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
の
車

両
と
の
交
通
事
故
に
備
え
る
共
済

制
度
で
、
１
人
に
つ
き
年
額
５
０
０

円
で
入
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
市
は
、
次
に
該
当
す
る
障
が
い
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
に
、
掛
金

の
半
額
（
２
５
０
円
）
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
対
象
は
、
身
体
障
が

い
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療
育
手
帳

（
Ａ
）、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
級
）
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
込
書
を
全
戸
に
配
布
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
問
合
先
と

市
内
の
郵
便
局
（
全
18
箇
所
）�

、
各

　
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
『
伊
万
里

市
空
き
家
相
談
会
』
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で

す
。事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

開
催
日 

８
月
21
日
（
木
）、
10��

月
16
日
（
木
）、12
月
18
日
（
木
）、

令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

●

開
催
時
間
　

①
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分

②
午
前
10
時
〜
10
時
20
分

③
午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

④
午
前
11
時
〜
11
時
20
分

●

場
　
所
　
市
役
所
１
階
面
接
室

●

対
象
者
　
市
内
に
あ
る
空
き
家
な

　�

ど
を
所
有
・
相
続
し
て
い
る
人
、
所

有
・
相
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
人

●

問
合
先
　
都
市
政
策
課
住
宅
・
空

　
家
対
策
係
（�

　
☎
23
‐
２
４
６
４
）

　
市
は
、
法
務
局
か
ら
の
登
記
情

報
を
基
に
固
定
資
産
台
帳
（
土
地

台
帳
）
を
整
備
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
『
閲
覧
』
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

を
12
月
26
日
（
金
）
で
廃
止
し
ま
す
。

　
市
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
の
登

記
情
報
を
知
り
た
い
場
合
は
、
佐

賀
地
方
法
務
局（
伊
万
里
支
局
）か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る『
登
記
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
』
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（�

　
☎
23
‐
２
１
４
９
）

　
８
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』

で
す
。
道
路
は
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
る
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
す
。
10
日
の
『
道
の
日
』

を
き
っ
か
け
に
周
辺
を
点
検
し

て
、
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木

の
枝
な
ど
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。

● 

推
進
標
語
　『
脈
々
と
　
輝
く
生

命
（
い
の
ち
）
を
　
繋
ぐ
道
』

● 

問
合
先
　
道
路
河
川
課
土
木
管

理
係
（�

　
☎
23
‐
２
４
８
４
）

●

日
　
時
　
８
月
21
日
（
木
）

　
午
後
７
時

※
雨
天
時
は
、
状
況
に
よ
っ
て
決

　
行
す
る
か
な
ど
を
判
断
し
ま
す
。

●

場
　
所
　

　
宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

※�

雨
天
の
場
合
は
、
脇
野
公
民
館
で

『
大
念
仏
公
演
』
を
、
脇
野
保
育

園
で
『
演
芸
披
露
』
を
行
い
ま
す
。

●

内
　
容
　
脇
野
の
大
念
仏
公
演
、

　
演
芸
披
露
（
踊
り
）、
抽
選
会

●

問
合
先
　
脇
野
公
民
館
・
山
口

　（
☎
０
９
０
‐
８
３
９
０
‐
８
８
０
６
）

暮らしのチャンネル

交

通

災

害

共

済

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
交
通
災
害
共
済
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
佐
賀
県
市
町

総
合
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

● 

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
係

（�

　
☎
23
‐
２
１
４
３
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里
が
、
市

役
所
に
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

『
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
』
の
提
出

時
期
に
合
わ
せ
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
を
対
象
に
転
職
や
仕
事
の
悩

み
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

● 

日
　
時
　

　
８
月
14
日
（
木
）、
19
日
（
火
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
７
時

●

場
　
所
　
市
役
所
１
階
子
育
て

　
支
援
課
斜
め
前
ブ
ー
ス

●

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

（
☎
23
‐
２
１
３
１
）

　
カ
メ
ラ
機
能
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
学
ぶ

講
習
会
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
使

い
方
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
会

を
、
次
の
表
の
と
お
り
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

●

時
　
間
　　

▽
講
習
会
　

講
習
会
　

　
午
前
９
時

　
午
前
９
時
3030
分
〜
午
後
０
時

分
〜
午
後
０
時
3030
分分

▽
相
談
会
　

相
談
会
　

　
午
前

　
午
前
９９
時時
3030
分
〜
分
〜
1111
時時
3030
分分

●

場
　
所

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

応
募
方
法
　
各
会
場
に
電
話

各
会
場
に
電
話

● 

応
募
期
限

　
各
会
場
の
開
催
日
の
１
週
間
前

　
各
会
場
の
開
催
日
の
１
週
間
前

● 

講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア

ネ
ッ
ト
佐
賀

ネ
ッ
ト
佐
賀

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

●

募
集
人
数
　
各
会
場

　
各
会
場
1515
人（
先
着
順
）

人（
先
着
順
）

※※��

ス
マ
ホ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル

　
化
推
進
係
（�

　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

８
月
は
『
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
』
で
す

固
定
資
産
台
帳
（
土
地
台

帳
）
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
廃
止

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

脇

野

夏

祭

り

（

万

燈

の

夕

べ

）

募

集

空

き

家

相

談

会

ひ

と

り

親

家

庭

対
象
の
仕
事
相
談

開催開催
地区（町）地区（町）

開催区分開催区分 開催日開催日 電話番号電話番号

東山代
講習会 ９月　２日（火）

28-0001
相談会 ９月　３日（水）

黒　川
講習会 ９月 11日（木）

27-0001
相談会 ９月 12 日（金）

大　坪

講習会 ９月 18 日（木）

23-9898
相談会 ９月 19 日（金）

講習会 ９月 29 日（月）

相談会 ９月 30 日（火）

ス
マ
ホ
講
習
会
・
相
談
会

人
権
擁
護
委
員
の
再
任

募
　
　
集

◆ 上映会『ぼくが生きてる、ふたつの世界』　●場 所　市民センター　●日 時　８月 11 日（月・
祝）①午後２時 30 分〜、②午後６時 30 分〜　●主 催　一般社団法人佐賀県聴覚障害者協会
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暮らしのチャンネル

佐賀市本庄町大字袋２４６－１

受受講講生生募募集集中中
受受講講料料無無料料

令和７年度厚生労働省委託事業
高齢者活躍人材確保育成事業

・・「「受受講講申申込込書書」」のの
提提出出がが必必要要でですす
・・日日程程、、会会場場はは変変更更にに
ななるる場場合合ががあありりまますす

佐佐賀賀県県内内在在住住のの ６６００歳歳以以上上でで、、
受受講講後後 シシルルババ－－人人材材セセンンタタ－－ 
にに入入会会をを希希望望すするる方方

対
象
者

定 員
１０名連合会ＨＰへ

講習会場：キャタピラー九州株式会社
  佐賀教習センター（佐賀市）

実施時期：令和７年９月１８日(木)
締 切 日 ：９月８日（月）

刈刈払払機機安安全全講講習習 庭庭木木剪剪定定講講習習

講習会場：東与賀文化ホ－ルふれあい館
実施時期：令和７年１０月１５日(水)～

  １０月１６日（木）（２日間）
締 切 日 ：１０月２日（木）

広告

　
伊
万
里
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
☎
20
‐
４
１
４
１
）

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
朝

顔
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
を
育
て

て
作
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
、
日

差
し
を
遮
り
、
家
の
中
の
暑
さ
を

和
ら
げ
る
こ
と
で
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
少
な
く
す
る
省
エ
ネ
の
取
り

組
み
の
こ
と
で
す
。

　
今
年
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

出
来
映
え
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
間
　　

　
８
月
１
日
（
金
）
〜

　
８
月
１
日
（
金
）
〜
3131
日
（
日
）

日
（
日
）

●

日
　
時
　
９
月
14
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

●

種
　
目
　
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど

●

参
加
料
　
無
料

※
弁
当
を
準
備
し
ま
す
。

●

対
　
象
　
市
内
在
住
で
障
が
い

　
が
あ
る
人

※
身
体
・
知
的
・
精
神
は
問
い
ま
せ
ん
。

●

募
集
人
数
　
30
人
（
先
着
順
）

●

応
募
期
限
　
８
月
31
日
（
日
）

●

応
募
・
問
合
先
　

●

応
募
部
門
　
①
家
庭
部
門
　
②

　
①
家
庭
部
門
　
②

　
事
業
者
・
団
体
部
門
　
③
学
校
・

　
事
業
者
・
団
体
部
門
　
③
学
校
・

　
保
育
園
部
門

　
保
育
園
部
門

●

応
募
方
法
　
こ
ち
ら
か
ら
応
募

こ
ち
ら
か
ら
応
募

　
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

　
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

●

問
合
先
　
環
境
政
策
課
脱
炭
素

　
社
会
推
進
室

（�

　
☎
23
‐
２
１
４
４
）

　
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
や
松
浦
鉄
道
の
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

列
車
や
線
路
、
車
窓
か
ら
の
風
景
、

駅
舎
な
ど
、
皆
さ
ん
の
作
品
を

待
っ
て
い
ま
す
。

● 

対
　
象
　
市
内
の
小
・
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学

校
の
児
童
・
生
徒

●

テ
ー
マ
　
自
由

●

応
募
方
法
　
直
接
持
参

※�

四
つ
切
り
か
八
つ
切
り
の
画
用

紙
に
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。

●

表
　
彰
　
優
秀
者
は
表
彰
し
ま
す
。

※�

入
賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
８
月
29
日
（
金
）

●

応
募
先
　
各
学
校
、
各
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
暮
ら
し
づ
く
り
課
公

共
交
通
対
策
係

（�

　
☎
23
‐
２
９
３
７
）

●

日
　
時
　
９
月
７
日
（
日
）

※
午
前
９
時
に
集
合
し
て
午
後
４

　
時
に
解
散
す
る
予
定
で
す
。

● 

場
　
所
　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
・
い

ま
り
夢
み
さ
き
公
園(

黒
川
町
）

●

内
　
容
　
カ
ヌ
ー
体
験
、
野
外

　
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

●

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
４

　
年
生
〜
高
校
生
を
含
む
グ
ル
ー

　
プ
。
た
だ
し
、
18
歳
以
上
の
引

　
率
者
が
１
人
以
上
必
要
で
す
。

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
参
加
可

　
能
で
す
が
、
安
全
面
を
考
慮
し
、

　
カ
ヌ
ー
に
は
乗
艇
で
き
ま
せ
ん
。

●

募
集
人
数
　
７
組
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
（
当
日
徴
収
）　
１
人
当

た
り
１
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●

募
集
期
限
　
８
月
15
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
↓

※
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
は
、
チ
ラ

　
シ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（�

　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

募
　
　
集

● 日　時　９月６日（土）
　午後６時 30 分〜９時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　市内在住・在勤、または結婚を機に伊万里市

に住む意思がある 30 〜 40 歳までの独身の人
● 参加料　3,000 円（軽食代など）
● 募集人数　男・女各８人
※応募多数の場合は抽選します。
● 応募方法　①メール ②申込フォーム→
● 募集期限　８月 28 日（木）
● 応募・問合先　企画政策課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23-2950）
● メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

♥♥ ♥♥婚活イベント婚活イベント

ドキドキ！夜のお散歩☆ドキドキ！夜のお散歩☆
夕涼み婚活夕涼み婚活

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

鉄

道

絵

画

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

教

室

参

加

者

チ

ャ

レ

ン

ジ

『
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
キ
ャ
ン
プ

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

コ

ン

テ

ス

ト

242025.8 広報いまり



で
す
。
こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
、
普

通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
９
月
９
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署

●

内
　
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

　�

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方
法
、
１
１
９
番

通
報
要
領
、
け
が
・
病
気
・
窒

息
時
の
応
急
手
当
法
な
ど

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
講
習
会
終
了
後
に
、
修
了
証
を

　
交
付
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度

●

募
集
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル

●

応
募
期
限
　
９
月
５
日
（
金
）

● 

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
消
防��

署
消
防
２
課
救
急
係

　（
☎
23
‐
２
１
１
８
）

※�
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　im

a
ri-2
@
�

im
ari-arita1

1
9
.saga.jp

●

日
　
時

　
1�1
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

●

場
　
所
　
佐
賀
県
教
育
会
館

●

受
講
料
　
無
料

※�

防
災
士
試
験
受
験
料（
３
０
０
０
円
）

と
防
災
士
登
録
手
数
料
（
５
０
０
０

円
）
は
、
受
験
者
負
担
で
す
。

▽
幅
４
㍍
・
奥
行
３
㍍
　
10
区
画

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

●

募
集
期
間
　

　
８
月
１
日
（
金
）
〜
20
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（�

　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

●

日
　
時
（
全
５
回
）　
９
月
11
日

　（
木
）、18
日
（
木
）、25
日
（
木
）、

　
10
月
２
日
（
木
）、
９
日
（
木
）

※
時
間
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
９

　
時
ま
で
で
す
。

●

場
　
所
　
伊
万
里
商
工
会
議
所

●

内
　
容
　
創
業
に
関
す
る
基
礎

　
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策

　
定
、
資
金
調
達
な
ど

●

受
講
料
　
無
料

※
受
講
者
に
は
、
会
社
設
立
時
の

　
登
録
免
許
税
の
減
免
や
信
用
保

　
証
枠
の
拡
大
な
ど
の
優
遇
措
置

　
が
あ
り
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　

▽
伊
万
里
商
工
会
議
所
中
小
企
業

　
相
談
所
（
☎
22
‐
３
１
１
１
）

▽
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

　
振
興
係
（
☎
23
‐
２
１
８
４
）

　
９
月
９
日
の
『
救
急
の
日
』
を

含
む
１
週
間
は
『
救
急
医
療
週
間
』

暮らしのチャンネル

広告

● 

応
募
方
法
　
問
合
先
や
各
コ�

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

応
募
用
紙
を
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

※�

応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
８
月
29
日
（
金
）

● 

応
募
・
問
合
先
　
防
災
危
機
管

理
課
防
災
危
機
管
理
係

　�

〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　（
☎
23
‐
２
１
３
０
・

23
‐
８
６
８
４
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　b
o
u
sai@

city.im
ari.lg.jp

●

日
　
時
　
８
月
27
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

参
加
料
　
無
料

※※��

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。。

●

内
　
容
　

▽�

講
演
　
講
師
　
髙
栁
香
代
さ
ん�

演
題
『
共
に
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
を

探
る
〜
伊
万
里
市
の
地
域
日
本

語
教
室
の
事
例
か
ら
』　

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　『
と
な
り
の
外
国
人
、
ど
う
つ�

　
き
あ
う
？
』

● 

問
合
先
　
日
本
語
教
室
い
ま
り

　
代
表�

中
村
章

（
☎
０
９
０
‐
１
０
８
７
‐
３
５
６
８
）

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

●

日
　
時
　
９
月
11
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
開
会

※
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

●

場
　
所
　
伊
万
里
松
浦
球
技
場

●

出
場
資
格
　
市
民

●

チ
ー
ム
編
成

　
８
人
以
内
（
監
督
含
む
）

●

応
募
方
法
　
直
接
持
参

●

参
加
料

　
１
チ
ー
ム
　
１
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
８
月
25
日
（
月
）

● 

応
募
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た
は

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（�

　
☎
23
‐
３
１
８
７
）

●

日
　
時
　
９
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
市
役
所
（
公

　
用
車
駐
車
場
）

●

出
店
資
格
　
市
内
在
住
の
個
人
や

　
団
体（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料
　
無
料

●

応
募
方
法
　
応
募
先
に
あ
る
応

　
募
用
紙
を
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
18
区
画
）

▽
幅
５
㍍
・
奥
行
５
㍍
　
８
区
画

い
ま
り
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

創

業

塾

受

講

生

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

出

店

者

県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
受
講
生

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大

会

出

場

者

多

文

化

共

生

講

演

会

参

加

者

FAX
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暮らしのチャンネル

広告

●

募
集
人
数
　
各
15
人

●

訓
練
期
間

　
10
月
３
日
（
金
）
〜

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

● 

場
　
所
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日
　

　
９
月
５
日
（
金
）

※�

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

募
集
期
限
　

　
８
月
29
日
（
金
）

● 

応
募
方
法
　

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

　
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
賀
訓
練
課

　（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

●

試
験
日
　
10
月
７
日
（
火
）

●

受
験
料
　
１
１
０
０
０
円

●

受
験
講
習
会
　
９
月
24
日
（
水
）

●

講
習
会
受
講
料
　
８
０
０
０
円

※�

別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
５
３
０
円

が
必
要
で
す
。

①
Ｉ
Ｔ
初
級
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科

②
０
か
ら
学
ぶ
Ｍ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
科

●

募
集
人
数
　
各
20
人

●

訓
練
期
間

①
10
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　�

令
和
８
年
１
月
29
日
（
木
）

②
10
月
16
日
（
木
）
〜

　
　
　�

令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）

●

場
　
所

①
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

（
伊
万
里
市
）

②
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
外
語
観
光
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
鳥
栖
市
）

●

入
校
選
考
日
　

①
９
月
19
日
（
金
）

②
10
月
３
日
（
金
）

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

応
募
期
限
　

①
９
月
５
日
（
金
）

②
９
月
19
日
（
金
）

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　�

佐
賀
県
立
産
業
技
術
学
院
就
職�

支
援
課

��

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①�

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

②
電
気
設
備
施
工
科

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
ク
ラ
フ
ト
科

②
溶
接
施
工
科

③
電
気
設
備
技
術
科

④
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

●

募
集
人
数
　

①
③
④
各
15
人
　
②
12
人

※
各
科
の
定
員
は
９
月
開
講
コ
ー

　
ス
と
10
月
開
講
コ
ー
ス
を
合
わ

　
せ
た
人
数
で
す
。

●

訓
練
期
間
　
10
月
２
日
（
木
）
〜

　
　
　�

令
和
８
年
３
月
30
日
（
月
）

● 

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
（
佐
世
保
市
）

●

入
校
選
考
日
　
９
月
３
日
（
水
）

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

応
募
期
限
　
８
月
25
日
（
月
）

● 

応
募
先
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
訓
練
課

　（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

●

募
集
訓
練
科

募
　
　
集

●

試
験
・
受
験
講
習
会
会
場

　 

佐
賀
市
文
化
会
館

●

試
験
案
内
配
付
・
申
込
期
間

　
８
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

※�

試
験
案
内
は
、
市
上
下
水
道
部

管
理
課
で
配
付
し
ま
す
。

※�

受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
・
問
合
先

　
佐
賀
県
下
水
道
協
会

（
☎
０
９
５
２
‐
33
‐
１
３
３
３
）

●

受
験
資
格
　

　�
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
大
学
等
（
短
期
大
学
を
除

く
）
を
卒
業
し
た
日
ま
た
は
大

学
院
の
課
程
等
を
修
了
し
た
日

の
う
ち
最
も
古
い
日
か
ら
起
算

し
て
８
年
を
経
過
し
た
者

●

第
一
次
試
験
日
　

　
10
月
５
日
（
日
）

●

募
集
期
限
　

　
８
月
18
日
（
月
）

● 

申
込
方
法
な
ど
　
詳
し
く
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

● 
問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署

（
☎
０
９
５
５
‐
23
‐
３
１
４
７
）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

（
10
月
期
・
佐
世
保
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

試

験

職

業

訓

練

生

（

10

月

開

講

）

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

職
業
訓
練
受
講
生

（
10
月
入
所
・
佐
賀
）

試
　
　
験

国
税
庁
経
験
者
採
用

試
験
（
国
税
調
査
官
級
）
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TEL.0955-23-5808
佐賀県伊万里市大坪町乙4161-1

本　社

東京都新宿区高田馬場1-28-4
工新別館ビル6F東京営業所

福岡県福岡市博多区
山王一丁目14-4福岡営業所

企画・印刷・WEB・動画制作・情報誌muchu!

多くの文化にふれ合いその価値を大切にします

Creative & Printing

暮らしのチャンネル

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

試

験

８月の巡回日

『モンスター・ホテ
ルでおにごっこ』

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

柏葉 幸子／作
高畠 　純／絵

小峰書店

伊万里市民図書館・学校図
書館を使った調べる学習コ
ンクール

　『第 10 回伊万里市民図書館・学校図書

館を使った調べる学習コンクール』の作

品を募集します。

　疑問に思ったこと、興味のあることな

ど図書館の資料を使って調べてみませんか。

　資料や調べ方などを相談したい場合は、

市民図書館の『調べる学習サポートデス

ク』に問い合わせてください。

　皆さんの作品をお待ちしています。

◆募集期間　９月２日（火）〜 30 日（火）

※募集要項などの詳細は、館内設置のチ

　ラシや図書館ホームページで確認して

　ください。

４・18・25 日

８月の休館日
※ このほか、保育園や学校、企業を巡回

しています。各巡回場所での滞在時間
は、15 〜 30 分です。

『一歩が踏み出せ
なかった私へ』

日経ウーマン／編著
日経ＰＢ

日 巡 回 場 所 時　間

20 日
（水）

伊万里鍋島焼会館 11:30~
長 生 園 13:00~
西 光 苑 14:00~
ケアマネージメントわきた 15:00~

21 日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

22 日

（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
子ども第三の居場所きらら 13:00~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
デイあさひ／かりん 14:40~

26 日
（火）

国 見 公 民 館 11:30~
ＪＡ滝野米倉庫前 14:00~
国見団地自治会集会所 14:30~

28 日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:00~

日 巡 回 場 所 時　間

１日
・

29 日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
南 波 多 水 留 バ ス 停 前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

５日

（火）

楽 寿 園 14:00~
山 口 病 院 14:15~
グ ラ ン パ ラ ン い ま り 15:00~

６日

（水）

大川内鼓バス停横 11:00~
西 田 病 院 14:00~
向 陽 園 14:00~

８日

（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~
老人ホームはれいゆ 14:30~

19 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
立 川 公 民 館 11:30~
大川コミュニティセンター 13:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~

第 10 回

NEW新刊案内新刊案内
　「あの時、ああすればよかった」「今
より状況が悪くなったら…」など過去へ
の執着や将来への不安、迷いは誰もが１
度は経験するものです。本書に名を連ね
る作家、評論家、女優など各分野で活躍
する 20 人の女性たちも、時代や家庭環
境に翻弄され、今の地位にたどり着くま
でに多くの逆境を乗り越えてきました。
　そんな彼女たちが、自身の半生を顧み
ながら、悩みや不安を抱える人たちへ向
けての応援メッセージを綴っています。
１歩を踏み出す勇気をもらえる１冊です。

　今日は、１年に１度のモンスターたちの
〈おにごっこ大会〉の日。みんなが、この
日を楽しみにしています。
　中でも、いちばんドキドキしているミイ
ラおとこは、初めて大会に参加します。賞
品のてんぐのかくれみのを借りたいので
す。しかし、体中に包帯が巻いてあるため、
走ることが苦手です。
　最後まで鬼につかまらずに逃げ切ること
ができるのは、いったいどのモンスターな
のでしょうか。

※ ８月 12 日（火）〜 15 日（金）は、
蔵書点検のため巡回を休止します。

予約本
受け取り
できます
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

暮らしのチャンネル

◆ 子どもの健診　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和７年５月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・  乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・ 乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 〜 11
か月になるとき 令和６年 10 月生

１歳６か月児健診 ８月 21 日（木） 令和６年１月生
身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者のみ）

市民センター

・ 対象者には通知します。
・  時間を分けて案内しますの

で、指定された時間に来て
ください。

・ 問診票と母子健康手帳を持
参してください。

３歳８か月児健診 ８月７日（木） 令和３年 12 月生

 身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、尿検査、
相談、フッ化物塗布

（希望者のみ）

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）
こども家庭センター（　☎ 23-2126）

◆ 相談・教室など　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので『いまりん子育てアプリ』で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

ストレスケア相談 ８月 12 日（火） 原則 40 歳未満の人 公認心理師による相談 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 ８月 18 日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・歯科相談、おっぱい相談、
離乳食相談など 午前９時 30 分〜 11 時

妊婦歯科健診 ８月 18 日（月） 妊　婦 歯科医師により歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

妊婦わくわくクラブ ８月 22 日（金） 妊婦とその家族
パパママレッスン体験編（妊婦疑似体験

や沐
もく

浴体験など）

午後６時 30 分〜８時

30 分

市民健康相談 ８月 26 日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
分測定（筋肉や脂肪量の測定） 午前９時〜午後３時

８月は食品衛生月間です 〜食中毒予防の３原則と６つのポイント〜

食中毒の原因菌を　　 『付けない』＝ 洗う！分ける！
　　　　　　　　　　『増やさない』＝ 低温で保存する！
　　　　　　　　　　『やっつける』＝ 加熱処理する！

食品の購入 冷蔵や冷凍などの温度管理が必要な食品を購入したら、すぐに持ち帰りましょう。

食品の保存
冷蔵庫に保管する場合は、容量の７割程度を目安とし、詰めすぎに注意しましょう。生の肉や魚は、
ほかの食品に肉汁などがかからないように保管しましょう。

下準備
手洗いは食中毒予防の基本です。調理前だけではなく、生の肉や魚、卵をさわったあとは、必ず手指を
しっかり洗いましょう。まな板や包丁、ボウルなどの調理器具は、よく洗い熱湯などで消毒しましょう。

調　理
生で食べる野菜や果物、加熱調理が済んだ食品は、手指や調理器具、シンクなどで汚染しないよう
に注意しましょう。加熱して調理する食品は、十分に加熱しましょう。

食　事 食事の前は手を洗い、調理後早く食べましょう。

残った食品
残った食品は、小分けにして冷蔵庫に保管し、室温で放置するのはやめましょう。時間が経ち過ぎ
たら、思い切って捨てましょう。

３原則

６つのポイント

◆食中毒かなと思ったら
　おう吐や下痢の症状は、原因物質を排除しようという体の防御反応です。医師の診断を受けていないのに、市販の下
痢止めなどの薬をむやみに服用しないようにして、早めに医師の診断を受けましょう。
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市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

● 統計データフェア展示〔展示コーナー〕
　５日（火）〜 12 日（火）
● 子ども上映会〔のぼりがまのお部屋〕
　17 日（日）　午後２時 30 分
　『トムとジェリー 星空の音楽会』（60分）
● いきいき音読教室〔洋会議室〕
　19 日（火）午前 10 時 30 分
● ブックスタート〔子どもコーナー〕
　21 日（木）午前 10 時 30 分〜正午
● 佐賀県同和問題強調月間パネル展

〔企画展示室〕
　22 日（金）〜９月２日（火）
● 昼さがりの映画会〔ホール〕
　26 日（火）　午後２時
　『煙突の見える場所』（108分/1953年）

暮らしのチャンネル

● 問合先　環境政策課リサイクル推進係
（ 　☎ 23-2145）

のワンポイント リサイクルサンデーの活用を

　リサイクルサンデーとは、地区ごとに毎月１
回決められた日曜日に、家庭から出た資源ごみ
を分別回収してリサイクルする取り組みのこと
で、これを活用することで、ごみの減量・資源
化につながります。できることから始めませんか。

◆リサイクルサンデーでの回収品目
▷紙類　①新聞紙 ②ダンボール ③雑誌類
▷缶類　④アルミ缶 ⑤スチール缶
▷瓶類　⑥茶色の一升瓶 ⑦ビール瓶
※①～⑦の品目ごとに分別をしてください。
※缶類、瓶類は中をきれいに洗ってください。
※実施日時や回収場所は、区長や地区の役員に
　確認してください。
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海産物の電話勧誘トラブルに注意してください

８月の市民相談
相談窓口名 開設日

時　間
（色付きは正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（13・27 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
暮らしづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（20 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（21 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談
第１・３火曜日

（５・19 日）
午前 10 時〜

正午

不動産相談
※要予約

夏季休暇のため中止

行 政 な ん で も
相談

第３金曜日
（15 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※ 11日は休み

午前９時〜
午後４時

市民相談室
消費生活
センター
23-2136

納税相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
※ 11日は休み

午前９時〜
午後４時

オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

第１月曜日
（４日）
金曜日

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金
事務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（28 日）
午前 10 時〜

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156

心の健康相談
月・火・木・金曜日
※ 11日は休み

午前 10 時〜
午後３時

福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
※ 11日は休み

午前９時〜
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

８月の行事予定

【トラブル事例】
　自宅に突然電話があり、海産物の購入を勧められた。「要
らない」と断ったあとも、しつこく勧誘があった。断わり
続けたが、後日、代引配達で商品が送られてきて、それを
受け取ってしまった。商品を返品し、お金を返してほしい。
【トラブルに遭わないために】
・勧誘を断ったにもかかわらず強引に送り付けられた商品
　については、代金を支払う必要はありません。商品が届
　いても、代金は支払わず『送り主の名称や連絡先、所在
　地』などをメモしたうえで、受取拒否をしましょう。

・万が一、商品を受け取ってしまったとしても、電話勧誘
　で商品を購入した場合は、契約書面を受け取った日から
　８日間はクーリング・オフができます。
・トラブルを防ぐためには『知らない電話には出ない』『常
　時留守番電話にしておく』ことが有効です。
・ 困ったときは、早めに消費生活センターに相談してくだ

さい。
◆ 相談先  市消費生活センター （☎ 23-2136）
　　       消費者ホットライン （☎ 188〔いやや〕）
●問合先  暮らしづくり課市民相談室（☎ 23-2133）

市民センター ☎ 22-3911
● Imari Raichi Dance Fes 2025 感謝祭
　  ９日（土）
　①午後０時 30 分開演 ②午後 4 時 30 分開演
　　　　　 　 （☎ 080-4168-8318 松本）
● 映画「ぼくが生きてるふたつの世界」上映会
　11 日（月・祝）　 ①午後２時 30 分開演
　　　　　　　　　 ②午後６時 30 分開演

（☎ 080-3955-8010 山口）
（*imarisyuwa888@gmail.com 小山田）

● 徳田千佳子門下生によるピアノ発表会
　17 日（日）　午後２時 30 分開演
　 　 （☎ 23-8868 ルッソン・ドゥ・ピアノ）
● 第 52 回伊万里市老人福祉大会
　22 日（金）　午前 10 時開演
　（☎ 22-7108 市老連事務局

 午前９時〜午後２時）
● 2025 伊万里市同和問題講演会
　26 日（火）　午後１時 30 分開演

（☎ 23-3186 生涯学習課）
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2025（令和 7 年）Focus On Focus On IMARIIMARI
　　　　　　　で伊万里の写真を投稿してみませんか。
広報伊万里で紹介します。
皆さんの投稿をお待ちしています！

イ ン ス タ グ ラ ム

応募方法は
こちらから→

令和７年７月１日現在

● 人口 51,139 人 （− 16 ）
男 25,024 人 （− 8 ）
女 26,115 人 （− 8 ）

● 世帯 23,923 世帯（＋ 44 ）
（　）は前月比

人の動き

　この冊子は、１部当たり約 38円で作成しています（人件費な
ど間接経費は含まれていません）。また、企業広告による掲載料は、
広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

この広報紙は、環境保全のため、FSC® 認証紙を使用しています。

伊万里市役所 検索

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● 発行日／令和７年８月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課広報係　☎ (0955)23-4315（直通）
　 〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1　● 印 刷／株式会社三光

ホームページ フェイスブック エックス ライン インスタグラム

表

紙

イマリンビーチで初泳ぎが行われました。
真夏の太陽が照りつける中、ビーチは、子
どもたちのはしゃぎ声とはじける笑顔であ
ふれ、キラキラときらめく海が、その姿を
見てまるで喜んでいるかのようでした【関
連記事を 10 ページに掲載しています】。

２ 特集１　 市高等学校支援事業をスター
トします

６ 特集２　 ８月は同和問題啓発強調月間
です

10 みんなの広場

11 教育と文化

12 ほがらか

14 スポーツ

15 インフォメーション
  15 議会（第２回定例会）報告
  16 子どもの屋内遊び場オープン
  17 市職員を募集します
  18 熱中症に注意しましょう
　　 伊万里・有田消防組合の職員募集
　　 事業者への振込方法の変更
  19 子育てを応援する制度
  20 情報公開・個人情報保護制度の運用状況
　　 地域おこし協力隊活動レポート
  21 商工会議所青年部寄付
　　 市管工事協同組合寄付
　　 ご寄付ありがとうございました　　 
　　 ３市町広域連携企画！

22 暮らしのチャンネル
  22 お知らせ・募集
  27 こんにちは図書館です
  28 保健だより
  29 市民相談ほか

　　納期限までに納付してください。

　　■ 市県民税・森林環境税  【第２期】
　　■ 国民健康保険税   【第３期】

　● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

納期限は９月１日（月）です

▶ 口座振替日　８月 26 日（火）
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